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研究成果の概要：本研究は、他者性を配慮した、教師の倫理的判断力を養成する授業モデルを

開発することを目的とし、（１）倫理的判断力を養成するにあたり、ケースメソッドが有効であ

ること、（２）多面的な形成的評価法が用いられるべきこと、（３）ケースメソッドによって授

業を行うことができる大学教員の養成プログラムが必要であることを明らかにしたうえで、ケ

ースメソッドによる教職倫理授業のモデルを提出した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 900,000 0 900,000 
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２００８年度 500,000 150,000 650,000 

年度    

  年度    

総 計 2,100,000 360,000 2,460,000 
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１．研究開始当初の背景 
 
 本研究を開始するにあたり、教職倫理教育
を要請する二つの異なる背景があった。一つ
は理論的反省的背景であり、もう一つは実践
的制度的背景である。 
 
(1) 理論的反省的背景として。教育的関係に
おいて学習者の他者性は本質的であるにも
かかわらず、これまで教師はその権威性ゆえ
にこの特性を見過ごしがちであった。社会的
弱者の他者性が抑圧されてきた歴史の反省
から、教育における他者の承認をいかに遂行

するかが課題として認識され始めていた。 
 
(2) 実践的制度的背景として。これまで教師
が倫理的であることは暗黙の前提とされて
いた。しかし、多様な考えを認め合う多元的
社会へと移行するにつれ、誰もが納得しうる
教職倫理を教師になろうとする者は皆すで
に身につけているはずだと安易に想定する
ことはもはや困難になりつつある。使命感を
もった教師がいっそう求められており、そう
した使命感や多様な倫理的諸問題に対応で
きる能力をいかに教員養成課程において涵
養していくかが実践的制度的課題として認
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識され始めていた。 
 
 以上の二つの背景から、学習者の他者性を
顧慮した倫理的判断力の涵養をいかに教員
養成課程において実行すべきなのかを問う
声が高まりつつあった。しかし、具体的にど
のような方法によって進めるべきなのかに
ついてははっきりしていなかった。 
 
 
２．研究の目的 
 

本研究は、以上の諸課題を背景として、学
習者の他者性を意識した倫理的態度や実践
的判断力が教員養成課程においていかに涵
養可能であるのかについて理論的実践的に
解答することを目的とした。 

この目的を遂行するために、大学等の既存
の教員養成機関の文脈を顧慮しつつ、検討す
べき次の三つの小項目を設定した。すなわち、 
  
(1) 実践的な判断力を涵養するための指導法
の工夫、 
 
(2) そうした授業にふさわしい評価法の導入、 
 
(3) そうした授業が実践可能な担当者の養成、 
 
である。 
(1)に関わっては、これまでの大学の授業は

多くの場合、講師によって一方向的に進めら
れる講義形式が中心であった。知識や理論を
伝達する場合は、この授業方法は高い効率性
を示す。しかし、態度や判断力の養成のため
に用いるには限界がある。ここで求められて
いる教育をより実効可能とするためには、指
導法を改善する必要がある。 

次に、(2)については、大学等で授業として
教えられる限りにおいて、聴講者それぞれに
成績評価をくださねばならない。指導法の変
更に応じて適切な評価法を開発・導入するこ
とが求められる。 

最後に、(3)に関しては、新しい指導法が紹
介されても、旧来の指導法しか知らなければ、
授業をうまく展開することは難しい場合が
多い。授業担当者の養成という視点があって
初めて(1)や(2)が適切に進められることにな
る。 

大学等の既存の教育機関において授業と
して教職倫理教育を行うためには、以上の三
点が満たされる必要がある。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究の目的を達成するために、次の三つ
の作業課題を設定し、文献調査、内外の先進

的試みの視察と担当者との面談、実践的試行
検証により、それぞれの作業課題を遂行した。 
 
 
【課題１】異なる専門職倫理教育ないし職業
倫理教育の理論と実践を、指導法、評価法、
実践者養成の三つの観点から比較検討する。 
 
 日本では、いまだ教職倫理教育は制度化さ
れていないが、工学や医療の分野では専門職
者養成のカリキュラムに専門職倫理教育が
組み込まれている。こうした先例を批判的に
検討する。 
 
【課題２】実際の授業の開発者に面談を行う
とともに、授業に参加して検討する。 
 
 海外では、教職倫理教育を実質化するため
の様々な努力が試みられている。文献からえ
られる情報には限りがあり、授業開発者に直
接面談して開発上の留意点などを明らかに
するとともに、実際の授業に参加して運営方
法を明示する。 
 
【課題３】課題１及び２から、実践的判断力
を涵養可能な授業モデルを提出する。 
 
 研究代表者自らが、授業として教職倫理教
育を開発・実践し、学生や研究協力者からフ
ィードバックをえて、最終的に授業モデルを
提出する。 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究の成果は諸学会において発表され
た。まとめると次のようになる。 
 
(1) 教職に携わる者としての倫理的態度を明
確にもち、学習者の他者性を含め、異なる考
えにも理解を示すことが可能となる広いパ
ースベクティヴをもって倫理的判断を下す
ことができるよう、教員養成課程に教職倫理
教育が導入されるべきである。 
 
(2) その方法としては、ケースメソッドのよ
うな討論を中心とした指導法が有効であり、
積極的な導入が望まれる。この指導法は、討
論課題を自分自身の問題と捉え、自己表現し
つつ他者に耳を傾けることを受講者に要求
する。討論を通して、他者性に鋭敏な倫理的
態度と判断力が養成されるのである。 
 
(3) ただし、討論を授業の中心的活動とした
場合、成績評価の取り扱いが旧来のやり方で
は不十分なものとなる。ケースメソッドのよ
うなディスカッションを中心とした授業を



 

 

行う場合、妥当な成績評価を行うための基準
が必要になる。形成的側面を取り入れた多面
的な評価法（自己評価、ピアレヴュー、授業
者による評価の導入など）が有効かつ重要で
ある。こうした新しい評価法を導入したり、
ルービック表などを準備し評価基準を明確
にして受講者と共通理解とすることが求め
られる。 
 
(4) また、旧来の指導法で教育を受けた大学
教員が討論中心の授業を展開する場合、自ら
体験したことのない授業法であるため、授業
運営のさまざまな局面で問題が生じてしま
いやすい。ＦＤや大学教員養成としての大学
院教育の工夫・改善によって、体験的に授業
力を養成するシステマテックな課程が求め
られる。 
 
これらの成果を踏まえて、ケースメソッド

を用いた授業を２ユニット開発し、授業の実
際を同僚並びに大学院生に公開した。授業モ
デルの検討から示唆された点を以下に述べ
る（すでに研究代表者の先行研究である科学
研究費補助金基盤研究 (C)(2)「教育倫理教育
カリキュラムの開発に関する基礎的比較的
研究」（平成 15～17年度）において、ケース
メソッドが教職も含めた専門職の倫理教育
の方法として有効であることが示唆されて
いたが、そこでは具体的に検討することがで
きなかった）。 

ケースメソッドはハーバード大学のロー
スクールにその起源を求めることができる
授業方法であり、法律をはじめ、さらに医療
や経営などの分野で実務家・実践家を育成す
るために開発されてきた。最近では教員養成
の分野でも次第に使われ始めている。 

ケースメソッドはケースを教材としてデ
ィスカッション中心の授業を展開すること
にその特徴がある。理論を説明する教科書で
はなく、事例を集めたケース教材が用いられ
る。また、講師による一方的な講義ではなく、
受講者の発言から構成されるディスカッシ
ョンによって授業は進行する。 

ケースの内容は成功例である必要はない。
判断力の養成が授業のねらいであれば、むし
ろ、にっちもさっちもいかないような状況で
意志決定を迫られている事例の方が望まし
い。困難なケースをもとに意見を交わすこと
により諸判断の広がりと深まりを理解する
ことができるのである。 

たとえば、今回開発した授業モデルのうち
一つのユニットは「推薦状ケース」を用いて
いる。高校の場合、就職や進学に関して学校
推薦枠が認められていることがある。では誰
を推薦すべきか。複数の生徒が希望している
とする。まじめな生徒か、成績のよい生徒か、
この就職によって人生が立て直せるかもし

れない「不良」生徒にこそ推薦してやりたい
と思うか。 

まず受講者にはケースが配られ、宿題とし
てケースをあらかじめ読んでおくこと、いく
つかの設問が与えられているので答えを用
意しておくことが伝えられる。一読した受講
者は、それまでの自分の教師観に従って取り
あえず誰を推薦するかを決める。授業当日、
受講者は数人の小グループに分かれて意見
交換を交わし、最後にクラス全体で、ディス
カッションリーダーである講師に導かれて
討論の機会をもつ。 

受講者は討論を通して、自分と異なる意見
と出会い、なぜそう考えるのかの理由を知る。
また、なぜ自分はそう思わないのかの理由を
述べなくてはならなくなる。教職がどんな仕
事であるのかを具体的に感じながら、自分が
どんな教師になりたいのかを自覚すること
になる。授業が終わって、推薦する生徒に関
して、考えの変わった者も、変わらなかった
者もいる。しかし、多くの参加者が、自分と
は異なる考えの成り立ちうることを知り、教
師として、より広いパースペクティヴで倫理
的判断を下すことができるようになる。他者
性への鋭敏さを欠いた倫理的判断がいかに
暴力的で独善であるのかを知ることになる
のである。ケースメソッドを用いた倫理の授
業のなかで、受講者は他者の意見に耳を傾け、
自らを既存の呪縛から解放するきっかけを
見出すことになる。 

もちろん、いいことばかりではない。ケー
スメソッドは万能薬ではないし、誰でも簡単
に導入できる教育方法でもない。基本的な知
識のない学習者に対してケースメソッドを
用いても高い効果は得られない。理論知や経
験の蓄積が前提となるのである。また、情報
量の限られたケースから討論を組み立てる
ためには、ディスカッションリーダーを務め
る講師自身が多くのことを知っておかなく
てはならない。さらに、講師にはディスカッ
ションをリードしていく技倆も必要である。
授業ではあまり発言したがらない受講者に
「何でも言っていいよ」と促してもなかなか
意見は出てこない。効果は高いが、講師の熟
練を必要とする授業方法なのである。 
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